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１
月
３
日
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
平
成
１７
年
度
勝
央
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
勝
央
町
で
成
人
を
迎

え
た
の
は
、
昭
和
６０
年
４
月
２
日
か
ら
同
６１
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
１
６
０
人
（
男
８７
人
、
女
７３
人
）
で
す
。

会
場
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
男
性
や
あ
で
や
か
な
振
り
袖
姿
の
女
性
で
華
や
か
で
し
た
。
新
成
人
は
、

久
々
に
再
会
し
た
友
人
た
ち
と
楽
し
く
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
西
田
町
長
か
ら
「
成
人
を
迎
え
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
大
人
と
し
て
の
権
利
と
義
務

が
生
ま
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
自
分
で
判
断
し
、
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
、
毎
日
を
大
切
に
し
て
人
生
を
歩
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
代
表
の
福
嶋
和
彦
さ
ん
は
「
自
分
の
考
え

や
意
見
を
し
っ
か
り
持
ち
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
、
恩
師
・
友
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
」
と
新
成
人
と
し
て
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
ホ
ー
ル
前
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
軽
食
を
囲
ん
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し

た
。新成人インタビュー

成人を迎えて思うこと

大澤　賀深さん（ 岡　）
やりがいのある仕事を探し
たいです。

植月　健貴さん（植月中）
大阪で就職がしたいです。

石浦　敬子さん（黒　土）
将来は社会に貢献できるよ
うな人になりたいです。

田中　夕貴さん（ 岡　）
一人暮らしなど、新しいこ
とにチャレンジしたいです。

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

植
月
　
亮
介
さ
ん
（
植
月
中
）

剣
道
で
日
本
一
を
目
指
し
た
い
で
す
。

水
島
　
文
美
さ
ん
（
植
月
北
）

自
立
し
た
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

福
田
　
恭
子
さ
ん
（
豊
久
田
）

大
学
の
資
格
（
日
本
語
教
員
）
を
頑
張
っ
て
取
り
た
い
で
す
。

植
月
　
温
子
さ
ん
（
植
月
中
）

就
職
し
た
ら
、
仕
事
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

�
成
人
者
の
辞
を
述
べ
た
福
嶋
和
彦
さ
ん

�
司
会
・
進
行
を
努
め
た
石
浦
敬
子
さ
ん
（
右
）
と
豊
岡
夕
貴
衣
さ
ん
（
左
）
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岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

主
催
の
平
成
１７
年
度
「
明
る
い
家

庭
づ
く
り
」
作
文
が
募
集
さ
れ
、

中
学
生
の
部
で
岡
田
　
愛
さ
ん

（
黒
土
）
が
優
良
賞
を
、
保
護
者

の
部
で
竹
久
加
奈
子
さ
ん
（
植
月

東
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。岡

田
さ
ん
の
作
文
『
今
大
切
に

し
た
い
こ
と
』
で
は
、「
家
族
の

た
め
に
働
い
て
、
た
く
さ
ん
の
愛

情
を
注
い
で
く
れ
る
両
親
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
、

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」作
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞

中
学
生
の
部

優
良
賞
　
岡
田
　
　
愛
さ
ん（
黒
　
土
）

保
護
者
の
部

優
秀
賞
　
竹
久
加
奈
子
さ
ん（
植
月
東
）

竹
久
さ
ん
の
作
文
『
母
親
の
言
葉
』

で
は
、「
自
分
が
親
か
ら
教
わ
っ

た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、

思
い
や
り
の
あ
る
人
に
育
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文

は
、
青
少
年
育
成
の
基
盤
は
家
庭

に
あ
る
と
し
て
、
家
族
の
役
割
や

家
庭
の
あ
り
方
な
ど
の
意
識
の
高

揚
を
目
的
に
募
集
さ
れ
、
今
回
で

３５
回
目
に
な
り
ま
す
。
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平
成
１７
年
１２
月
１２
日
、
勝
間

田
小
学
校
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
の
杉
山
祥
子
さ
ん
の
サ
イ
ン

入
り
ボ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。勝

間
田
小
学
校
は
、
静
岡
県

駿
東
郡
小
山
町
に
あ
る
足
柄
小

学
校
と
姉
妹
縁
組
を
結
ん
で
お

り
、
そ
の
縁
で
今
回
、
小
山
町

の
杉
山
祥
子
後
援
会
か
ら
サ
イ

ン
入
り
ボ
ー
ル
の
寄
贈
を
受
け

杉山祥子選手のサイン入りボール寄贈
勝間田小学校

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ
イ
ン
入
り
ボ
ー
ル
は
、
足

柄
小
学
校
交
流
コ
ー
ナ
ー
の
一

環
と
し
て
、
勝
間
田
小
学
校
の

玄
関
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

杉
山
選
手
は
、
小
山
町
出
身

で
２６
歳
、
Ｖ
リ
ー
グ
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ

レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ
に
所
属
し
、

セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
。
日

本
代
表
選
手
と
し
て
も
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲杉山選手ありがとうございました

▲竹久加奈子さん ▲岡田　　愛さん

平
成
１７
年
１２
月
１２
日
、
高
校
生

を
対
象
と
し
た
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
２１
事
業
が
勝
央
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
勝
間

田
高
校
生
２８
人
が
「
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
の
摂
り
方
」
を
テ
ー
マ

に
学
習
し
ま
し
た
。

高
校
生
は
、
弁
当
箱
を
使
っ
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
摂
り
方

を
学
ん
だ
あ
と
、
栄
養
委
員
の
皆

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
実
際
に

弁
当
の
お
か
ず
を
調
理
し
ま
し

た
。
食
べ
る
こ
と
に
は
慣
れ
て
い

て
も
、
つ
く
る
こ
と
に
は
馴
染
み

の
薄
い
高
校
生
で
し
た
が
、「
こ

れ
は
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の
で
す

バランスの摂れた食事を学ぶ
ヘルスサポーター２１事業

か
」
な
ど
、
栄
養
委
員
の
皆
さ
ん

に
尋
ね
な
が
ら
、
積
極
的
に
調
理

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
お
か

ず
が
完
成
す
る
と
、
持
っ
て
き
た

弁
当
箱
に
ご
飯
や
お
か
ず
を
詰
め

る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
で

習
っ
た
内
容
を
思
い
出
し
、
ど
う

す
れ
ば
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い

弁
当
に
な
る
か
考
え
な
が
ら
、
詰

め
て
い
た
高
校
生
か
ら
は
「
私
の

弁
当
箱
は
小
さ
す
ぎ
る
か
ら
、
栄

養
が
摂
れ
な
い
」「
肉
や
魚
ば
か

り
で
は
な
く
、
野
菜
も
食
べ
な
い

と
い
け
な
い
」
な
ど
、
今
ま
で
の

自
分
の
弁
当
や
食
生
活
を
振
り
返

る
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
か

れ
ま
し
た
。

最
後
に
栄
養
委
員
の
下
山
美
代

子
会
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
自
分
自
身
で
考
え
な

が
ら
食
事
を
し
、
健
康
な
高
校
生

活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
を

し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
も
一
生
懸
命
▼

１
月
７
日
、
第
３７
回
岡
山
県
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
が
倉
敷
市
芸
文
館
で
行
わ

れ
、
勝
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
三
重
奏
の
部
と
打
楽
器
四
重
奏
の
部
に
出

場
し
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
三
重
奏
の
部
で
は
み

ご
と
金
賞
を
、
打
楽
器
四
重
奏
の
部
で
は
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
三
重
奏
の
部
に
出
場
し
た

渡
邉
あ
さ
紀
さ
ん
は
「
金
賞
を
受
賞
し
た
と

聞
い
た
と
き
は
、
う
れ
し
く
て
涙
が
溢
れ
て

き
ま
し
た
。
勝
央
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
と
っ

て
も
初
め
て
の
金
賞
な
の
で
、
顧
問
の
先
生

に
こ
れ
以
上
に
な
い
お
礼
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
打

楽
器
四
重
奏
の
部
に
出
場
し
た
粟
井
利
早
さ

ん
は
「
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
出
場
す
る

の
は
初
め
て
な
の
で
、
最
初
は
と
ま
ど
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
み

ん
な
で
励
ま
し
合
い

苦
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
結
果
が
銀
賞
受

賞
に
つ
な
が
っ
て
本

当
に
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で

金
賞
と
銀
賞
を
受
賞
！

勝
央
中
学
校
吹
奏
楽
部

▲
前
列：

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
三
重
奏

の
部
に
出
場
し
た
３
人

後
列：

打
楽
器
四
重
奏
の
部
に

出
場
し
た
４
人

１
月
２２
日
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で

平
成
１８
年
勝
央
町
消
防
団
出
初
式
が

行
わ
れ
、
勝
央
町
消
防
団
員
約
２
５

０
人
と
津
山
圏
域
消
防
組
合
勝
央
出

張
所
職
員
１２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
福
島
団
長
が
「
郷
土
愛

の
精
神
を
持
ち
、
戌
年
の
１
年
間
を

邁
進
し
ま
し
ょ
う
」
と
訓
示
を
述
べ
、

西
田
町
長
、
岡
本
議
長
の
あ
い
さ
つ
、

感
謝
状
の
贈
呈
、
優
良
消
防
団
員
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
場
所
を
東
吉
田
河

川
敷
に
移
し
、
全
分
団
に
よ
る
一
斉

放
水
を
行
い
ま
し
た
。

各
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

１
年
間
の
邁
進
を
誓
う

平
成
１８
年
勝
央
町
消
防
団
出
初
式

◇
初
期
消
火
等
に
よ
る
感
謝
状

柴
田
光
広
（
光
和
電
子
）

守
山
茂
則
（
福
島
車
輌
）

◇
岡
山
県
知
事
表
彰

（
優
良
消
防
団
員
章
）

西
元
恒
明
　
　
万
代
幸
治

◇
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
労
章
）

下
山
貴
裕
　
　
盛
上
政
英

（
表
彰
章
）

三
戸
啓
郷
　
　
佐
々
木
一
夫

藤
原
之
人
　
　
森
本

晋

山
名
浩
昭
　
　
橋
本
安
人

（
青
年
章
）

植
月
俊
雄

（
精
勤
章
）

高
山
啓
二
　
　
盛
上
政
英

岡
本
信
康
　
　
瀧
上

昇

西
元
信
明
　
　
前
原
弘
毅

竹
内
秀
樹
　
　
古
山

司

本
郷

宏

赤
木
正
典

竜
門
正
彦
　
　
宮
野
元
明

山
下
宏
史
　
　
高
田
孝
一

野
口
芳
理
　
　
橋
本
敏
博

◇
美
作
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長

表
彰

（
功
労
章
）

古
山

司

（
表
彰
章
）

福
田
敬
二
　
　
藤
原
之
人

◇
勝
田
郡
消
防
協
会
長
表
彰

（
表
彰
章
）

下
山
善
則
　
　
植
月
一
良

水
島
秀
義
　
　
福
田
博
文

竹
内

治

西
森

強

光
田

茂

◇
勝
央
町
長
表
彰

（
表
彰
章
）

岸
本
純
哉
　
　
國
政
博
史

植
月
浩
貴
　
　
水
野
明
文

瀧
上
泰
宣
　
　
丸
尾
真
佐
斗

福
田
洋
平
　
　
木
村
功
一

清
水
誠
志
　
　
小
阪
信
明

福
井
研
治
　
　
浅
田
大
輔

福
田
晃
一
　
　
山
下
由
雄

大
賀

忍

◇
勝
央
町
消
防
団
長
表
彰

（
表
彰
章
）

大
畑
英
和
　
　
植
月

篤

藤
井

正

岸
本
研
志

盛
上
潤
一
　
　
西
元

潤

影
山
卓
哉
　
　
竹
内
宏
和

竹
内
誠
人

広
幡
雅
昭

楠
田
圭
介

河
本
達
也

安
東
茂
男

青
井
貴
俊

山
田

弘

土
井
崇
司

一
斉
放
水
の
よ
う
す
▼

▲
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
初
め
て
行
っ
た
出
初
式



開館時間
10：00～18：00

休館日
くらしのカレンダーを
ご覧ください。

ゆ
っ
た
り

開館時間
10：00～18：00

休館日
くらしのカレンダーを
ご覧ください。

じ
っ
く
り
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と

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク

とと

第�

号�

55

サ
イ
モ
ン

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
ぼ
く
は
か
さ
」

（
せ
な
け
い
こ

作
・
絵
／
ポ
プ
ラ
社
）

ぼ
く
は
た
ろ
う
ち
ゃ
ん
の
か
さ
。
た

ろ
う
ち
ゃ
ん
と
、
と
っ
て
も
な
か
よ
し

で
す
。
雨
の
日
も
、
風
の
日
も
ど
こ
に

行
く
の
も
一
緒
だ
っ
た
け
ど
、
た
ろ
う

ち
ゃ
ん
は
こ
の
頃
お
ば
け
に
夢
中
で
遊

ん
で
く
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
も

お
ば
け
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、

風
が
吹
い
て
お
ば
け
の
国
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
よ
。

は
り
絵
で
描
か
れ
た
温
か
い
世
界
を
楽
し
め
る
、
お
す
す
め
の
１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
２
月
２２
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
王
国
そ
の
３
　
ひ
み
つ
の
花
園
」

（
よ
し
も
と
ば
な
な

著
／
新
潮
社
）

・
「
標
的
は
花
嫁
衣
裳
」（
赤
川
次
郎

著
／
実
業
之
日
本
社
）

・
「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
　
四
季
を
描
く
　
３
」

（
田
中
悠
子

著
／
日
本
放
送
出
版
協
会
）

・
「
死
の
国
へ
走
る
ワ
ゴ
ン
」

（
木
暮
正
夫
・
国
松
俊
英

編
・
山
本
孝

画
／
岩
崎
書
店
）

・
「
王
へ
の
手
紙
　
上
・
下
」

（
ト
ン
ケ
・
ド
ラ
フ
ト

作
・
西
村
由
美

訳
／
岩
波
書
店
）

・
「
ぼ
う
し
」

（
ジ
ャ
ン
・
ブ
レ
ッ
ト

作
・
松
井
る
り
子

訳
／
ほ
る
ぷ
出
版
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火・水曜日�

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

２月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

【
特
別
展
示
室
】

綺
堂
・
六
福
と
新
国
劇
（
〜
５
月
２１
日
�
ま
で
）

【
展
示
室
】

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
郷
土
の
画
家
た
ち
―
素
描
と
淡
彩
３
―
」

（
〜
３
月
１９
日
�
ま
で
）

【
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２
】

第
３
回
ミ
マ
サ
カ
コ
ド
モ
絵
画
展
（
〜
２
月
２６
日
�
ま
で
）

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

「
第
３
回
ミ
マ
サ
カ
コ
ド
モ
絵
画
展
」

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
美
作
１
市
５
郡
か
ら
美
作
管
内
３
市
５
町
２
村

（
津
山
市
、
美
作
市
、
真
庭
市
、
鏡
野
町
、
美
咲
町
、
奈
義
町
、
勝
央
町
、

久
米
南
町
、
新
庄
村
、
西
粟
倉
村
）
と
な
っ
て
初
め
て
の
ミ
マ
サ
カ
コ
ド

モ
絵
画
展
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

１７
の
小
学
校
か
ら
２
７
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
子
ど
も
ら
し
い
の
び
の

び
と
し
た
作
品
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
描
い
た
力
作
な
ど
の
応
募
作
品
す

べ
て
を
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
、
お
友

だ
ち
同
士
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
ミ
マ
サ
カ
コ
ド
モ
絵
画
展
エ
リ
ア
は
入
場
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

小学校第２学年の部　金賞「玉入れ」
勝間田小学校　青井香蓉

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

売
切
れ
続
出�

　
来
場
は
お
早
め
に�

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット
ファーマーズ 朝 市＆かき祭り

2月19日�　9：00～15：00�
場所：ノースヴィレッジ�
朝市とかき祭りを同時開催。新鮮な農産物や特産加�
　工品、かきの大鍋みそ汁、かき飯などもありますよ。�

連絡先：朝市・かき半斗缶予約　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ホームページ
http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

February is here.  Can you still see
snow on Mt.Nagi?  As 2005 drifts fur-
ther behind us, let’s think about what
2006 may bring.

Wouldn’t it be great if peace comes
in Iraq?  Elsewhere, earthquakes, hur-
ricanes and signs of global warming
have become worryingly regular news
stories.  While natural disasters are
by definition unavoidable, we can only
hope that this will be a good year.

How about success for Japan at the
World Cup in June?  Can you give me an
objective prediction?  After the cur-
rent Harry Potter movie, what will be
the next big movie?  Will Korean TV
dramas continue their success?

Can you remember much of the big news
of 2005?  How did it affect you?  Our
appetite for news varies with our
interests and lifestyle.  As informa-
tion technology improves, our access to
information is growing.  At the same
time, are our areas of interest broad-
ening too?

IN TOMORROW'S NEWS 「明日の話題は…」

２月になりました。窓から那岐山の雪は、まだ見
えていますか。２００５年のことは、どんどん過去に
なっていますから、２００６年では、何がニュースに
なるかを考えてみましょう。

イラクが平和になればいいですね。それに地震、
ハリケーンや地球温暖化のようすがこれからも話題
になると思われます。自然の災害はさけられません
が、今年は少なかったらいいですね。

６月のサッカーワールドカップでの日本の活躍は
どうなるでしょう。本当の客観的な予想ができるで
しょうか。今のハリーポッターの次に人気が出る映
画は、何でしょう。韓国のテレビドラマの人気は続
くでしょうか。

２００５年で、大きな話題を覚えていますか。それ
は自分に影響を与えましたか。生活環境によって、
ニュースについての関心は変わると思います。近年、
情報技術の進化で、いろんな情報は手に入りやすく
なっています。同時に私たちの興味、関心の幅が広
くなっているでしょうか。

《森のレストラン　ランチバイキング》
（有料）

期　間　２月１１日（土）、１２日（日）
１１：００～１５：００

料　金　中学生以上　１，５００円
小　学　生　 ８５０円
幼　　　児　 ５００円

《園内いちご狩り体験》（有料）
期　間　６月末まで

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
料　金 ２００円／１００ｇ

《園外いちご狩り体験（食べ放題）》（有料）
期　間　２月１８日（土）～

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
料　金　小学生以上　１，２００円

幼　　　児　 ６００円
《かき祭り》（一部無料）
開催日 ２月１９日（日）
料　金　日生産かき半斗缶

３，０００円（約５０個入）など

毎
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

「
か
き
祭
り
」
を
今
年
も
２
月
１９
日

（
日
）
に
朝
市
と
同
時
開
催
し
ま
す
。

か
き
の
大
鍋
み
そ
汁
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
、
か
き
飯
、
か
き
フ
ラ
イ
、
瀬
戸

内
の
新
鮮
な
魚
介
類
や
タ
コ
飯
な
ど

の
販
売
に
加
え
、
殻
付
き
か
き
半
斗

缶
の
販
売
も
行
い
ま
す
。
好
評
に
つ

き
売
り
切
れ
ご
免
で
す
の
で
、
確
実

に
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
予
約
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
予
約
い
た
だ
く
と

園
内
で
製
造
し
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
１
缶
に
つ
き
１
個
サ
ー
ビ

ス
し
ま
す
。
予
約
は
お
早
め
に
。

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で



Life

2006.2月号�しううおょしううおょ広
報9

と　き　平成１８年２月２６日(日)�
　　　　１０：００　スポーツ公園駐車場集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ８km）　�
ポイントポイント　春をさがしに行きましょう。�

と　き　平成１８年２月２６日(日)�
　　　　１０：００　スポーツ公園駐車場集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ８km）　�
ポイント　春をさがしに行きましょう。�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめのコースを教えてください。�
　問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い このあたりを�

歩きます�

N
至植月中 至植月中

勝央町役場

勝
央
中
学
校

県
道
勝
央
勝
北
線

至R179

至
田
井

至
大
阪

至
広
島

津山圏域消防組合
勝央出張所

勝英自動車
学　校

太平台医院

養
徳
館

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

集合場所
スポーツ公園
駐車場

中国自動車道

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

骨
の
病
気
の
代
表
的
な
も
の
に
「
骨
粗
鬆
症
（
こ
つ
そ
そ
う
し
ょ
う
）」
が
あ
り
ま
す
。「
骨
粗
鬆
症
」
と
は
、

中
年
以
降
の
女
性
や
高
年
の
男
性
に
多
く
見
ら
れ
、
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、
弱
く
な
る
病
気
で
す
。
こ
の
多
く

は
長
年
の
生
活
習
慣
が
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
、
骨
の
健
康
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

コ
ツ
コ
ツ
　
　
を
守
り
ま
し
ょ
う

骨

骨
を
つ
く
る
栄
養
素

カ
ル
シ
ウ
ム

骨
を
つ
く
る
た
め
に
最
も
重
要
な
栄
養

素
は
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。
一
般
的
に
、
成

人
が
１
日
当
た
り
摂
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム

は
６
０
０
㎎
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
で

き
れ
ば
７
０
０
〜
９
０
０
㎎
程
度
の
摂
取

を
目
標
に
し
て
く
だ
さ
い
。

丈
夫
な
骨
づ
く
り

い
つ
か
ら
始
め
る
？

人
間
の
骨
量
は
１０
歳
代
後
半
か
ら
３０
歳

代
に
か
け
て
ピ
ー
ク
が
訪
れ
、
そ
れ
以
降

は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
３０
歳

代
ま
で
に
な
る
べ
く
多
く
の
骨
量
を
増
や

し
て
お
く
こ
と
が
、
長
い
間
、
骨
の
健
康

を
保
つ
秘
訣
と
な
り
ま
す
。

毎
日
の
食
生
活
に
乳
製
品
を

牛
乳
や
乳
製
品
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊

富
で
吸
収
率
の
良
い
食
品
で
す
。
牛
乳
を

カ
ッ
プ
１
杯
、
も
し
く
は
プ
ロ
セ
ス
チ
ー

ズ
３０
ｇ
や
無
糖
ヨ
ー
グ
ル
ト
１
５
０
ｇ
で

カ
ル
シ
ウ
ム
約
２
０
０
㎎
が
摂
取
で
き
ま

す
。小

腹
が
空
い
た
と
き
は
、
お
菓
子
の
代

わ
り
に
、
乳
製
品
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

運
動
が
骨
を
強
く
す
る

骨
を
つ
く
る
こ
と
や
骨
量
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
適
度
な
運
動
で
骨
に
圧
力
を

加
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
運
動
に
よ
っ

て
骨
は
刺
激
を
受
け
、
骨
の
形
成
が
活
発

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
骨
を
支
え

て
い
る
筋
肉
も
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
一
石
二
鳥
で
す
。

毎
日
の
生
活
に
気
を
つ
け
て
、
骨
の
健

康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

骨の健康チェックリスト
当てはまる項目が多いほど、骨の健康

度は低くなります。

チェックが多くついた人は、できると

ころから改善しましょう。

□好き嫌いが多い、偏食になりがちだ

□牛乳やヨーグルトなどの乳製品や魚は

あまり摂らない

□インスタント食品・加工食品をよく食

べる

□運動習慣がなく、ほとんど体を動かさ

ない

□わずかな距離でも車などを利用するこ

とが多い

□喫煙習慣やお酒を飲みすぎることがし

ばしばある

□体格は細身で、筋肉が少ない

□ささいなことで骨折した経験がある

□女性の場合、閉経を迎えた、または生

理不順である

□最近、背が縮んだ、背中や腰が曲がっ

てきた



（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
１
回
坂
本
龍
馬
旗
西
日
本
少

年
剣
道
錬
成
大
会
（
１２
／
１８
高
知

県
）

【
団
体
戦
の
部
】

（
小
学
生
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

◇
第
３６
回
近
県
少
年
剣
道
錬
成
大

会
（
１１
／
２０
愛
媛
県
）

【
団
体
戦
の
部
】

（
小
学
生
の
部
）

準
優
勝
　
養
徳
館

◇
昇
龍
旗
争
奪
全
国
選
抜
少
年
剣

道
大
会
（
１
／
８
、
９
倉
敷
市
）

【
個
人
戦
の
部
】

（
中
学
生
の
部
）

第
３
位
　
谷
本
悠
樹
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「美作岡山道路（勝間田ＩＣ～勝央ＪＣＴ）建設事業」に係る

環境影響評価書のお知らせ
岡山県が計画している、国道１７９号と中国縦貫自動車道を結ぶ「美作岡山道路（勝間田Ｉ

Ｃ～勝央ＪＣＴ）建設事業」に係る環境影響評価書を作成しましたので、「岡山県環境影響

評価等に関する条例」に基づき、関係地域住民の皆さんに対してお知らせします。

▼
期
　
間

２
月
２０
日（
月
）〜
３
月
２０
日（
月
）

８
時
３０
分
〜
１７
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
の
縦
覧
場
所
は
、
勝
央
町

役
場
及
び
美
作
市
役
所
に
限
る
）

▼
場
　
所

・
勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部

・
美
作
市
役
所
建
設
部
（
美
作
市
栄
町
３８
番
地
２
）

・
岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
美
作
岡
山
間
道
路
建
設

班
（
美
作
市
入
田
２
９
１
番
地
２
　
勝
英
支
局
内
）

・
岡
山
県
土
木
部
道
路
建
設
課
（
岡
山
市
内
山
下
２
丁

目
４
番
６
号
）

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

事
業
者
の
名
称
、

代
表
者
の
氏
名
及
び

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

▼
事
業
者
の
名
称

岡
山
県

▼
代
表
者
の
氏
名

岡
山
県
知
事
　
石
井
正
弘

▼
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
内
山
下
２
丁
目
４
番
６
号

対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

▼
対
象
事
業
の
名
称

美
作
岡
山
道
路
（
勝
間
田
Ｉ
Ｃ
〜
勝
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
建

設
事
業

▼
対
象
事
業
の
種
類

自
動
車
専
用
道
路
等
の
新
設

▼
対
象
事
業
の
規
模

道
路
延
長
　
約
１
・
１
㎞

車

線

数
　
本

線

部：

４
車
線

ラ
ン
プ
部：

２
車
線

設
計
速
度
　
本

線

部：

８０
㎞
／
ｈ

ラ
ン
プ
部：

３０
㎞
／
ｈ

対
象
事
業
実
施
区
域

勝
央
町
黒
土
・
岡
、
美
作
市
中
尾
・
上
相
地
内

関
係
地
域
の
範
囲

勝
央
町
黒
土
・
岡
・
小
矢
田
（
一
部
）、
美
作
市
中

尾
・
上
相
地
内

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
美
作
岡
山
間
道
路
建
設

班
（
勝
英
支
局
内
）

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
９
１
１
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４月から介護保険制度が改正されます
介護保険制度は、平成１２年度に始まりましたが、制度の見直しにより、平成１８年度から新しい枠

組みで再スタートすることになりました。

ますます進む高齢化に備え、介護保険制度を維持していくためには、高齢者が介護や支援を必要

とせず、元気で自立した生活を送ることができる環境づくりが求められています。そのために、介

護予防を目的としたサービスの充実や住み慣れた地域で自立した生活を続けるための支援を総合的

に受けられる体制をつくっていくよう、さまざまな見直しを進めています。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

②
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
支
援

③
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
・
向
上

④
負
担
の
あ
り
方
や
制
度
運
営
の
見
直

し
要
点
１

要
介
護
状
態
が
軽
度
（
要
支
援
・
要

介
護
１
）
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
軽
度
の
高
齢
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
要
介
護
状
態
の
改
善
に
必
ず
し
も

つ
な
が
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ

で
軽
度
（
生
活
機
能
が
改
善
す
る
可
能

性
が
高
い
）
の
高
齢
者
に
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

要
点
２

介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
前
の
高

齢
者
が
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
介
護
予
防
事
業
や
包
括

的
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

◎
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て
は
、
３
月
号
広
報
紙
で
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

■要介護認定の区分が変わります

○現　　行�
介護が必要と�
　　　　　される人�
　（要介護１～５）�
　従来の介護保険サービスが�

利用できます。�

【ケアプランの作成】�

介護や支援が必要とされるおそれのある人�
　町が行う介護予防サービス（地域支援事業）が利用できます。�

　４月から新設される「地域包括支援センター」において、保健�

師・理学療法士が中心となって、利用者の状況に合った「介護予�

防ケアプラン」を作成し、地域支援事業の介護予防サービスが利�

用できます。�

支援が必要と�
　　　　　される人�
　（要支援１・２）�
　介護保険の介護予防サービ�

ス（新予防給付）が利用でき�

ます。�

※３月３１日以降に認定有効期�

　間が満了する人から順に対�

　象�

　４月から新設される「地域�

包括支援センター」において、

ケアマネジャーが中心となっ�

て、利用者の状況に合った�

「介護予防ケアプラン」を作�

成し、地域支援事業の介護予�

防サービスが利用できます。�

要　介　護　５�

要　介　護　４�

要　介　護　３�

要　介　護　２�

要　介　護　１�

要　　支　　援�

非　　該　　当�

○４月から�
要　介　護　５�

要　介　護　４�

要　介　護　３�

要　介　護　２�

要介護１�要支援２�

要　支　援　１�

非　　該　　当�



2006.2月号�しううおょしううおょ広
報13 2006.2月号�しううおょしううおょ広

報 12

お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国　　 保（�３８－３１１５）
戸籍・年金（�３８－３１１６）
choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

相
談�■勝央町教育委員会

奈義町教育委員会連携事業

横仙歌舞伎四季の公演「冬」

２月５日（日）

１４時～１６時

入場無料（入場整理券必要）

■かつたっ子フェスティバル

２月１９日（日）

１３時３０分～１７時

入場無料

■整理券配布場所・問い合わせ先

勝央町公民館　�３８－２５８０

勝央美術文学館　�３８－０２７０

勝央文化ホールイベント案内
（勝央町・勝央町教育委員会等関係分のみ掲載）

調
停
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
疑
問
点
や
解

決
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
な

お
、
相
談
を
受
け
た
事
柄
に
つ
い
て

は
、
固
く
秘
密
を
お
守
り
し
ま
す
。

▼
日
　
時

２
月
１７
日（
金
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
５
２
０
番
地
）

▼
相
談
内
容
　

・
土
地
、
家
屋
、
金
銭
貸
借
、
交
通

事
故
等
の
民
事
に
関
す
る
諸
問
題

・
離
婚
、
相
続
、
扶
養
等
の
家
事
に

関
す
る
諸
問
題

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
裁
判
所
津
山
支
部
庶
務

課
�
２２
―
９
３
２
６

無
料
調
停

相
談
会

津
山
圏
域
の
商
工
団
体
・
行
政
が

協
力
し
、
新
た
に
就
職
す
る
人
を
祝

福
す
る
と
と
も
に
、
１
日
も
早
く
企

業
の
新
戦
力
に
な
る
よ
う
エ
ー
ル
を

送
り
ま
す
。

▼
日
　
時

４
月
５
日（
水
）

１４
時
〜
１５
時
３０
分
　

▼
場
　
所

津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

（
津
山
市
東
新
町
１
１
４
番
地
４
）

▼
対
象
者

津
山
市
・
苫
田
郡
・
勝
田
郡
・
久

米
郡
・
美
作
市
・
英
田
郡
・
真
庭

市
・
真
庭
郡
内
の
事
業
所
に
勤
務
す

る
新
入
社
員

新
規
就
職
者

激
励
大
会

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

お
知
ら
せ�

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
及
び
そ

の
疑
い
の
あ
る
人
並
び
に
そ
の
家
族

等
を
対
象
に
療
育
相
談
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

▼
日
　
時

３
月
１８
日（
土
）

１０
時
〜
１４
時
　

▼
場
　
所

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
南

岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
　
研
修
棟王

山
荘

（
都
窪
郡
早
島
町
早
島

４
０
６
６
番
地
）

▼
対
象
者

岡
山
県
内
に
在
住
す
る
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
患
者
及
び
そ
の
疑
い
の
あ

る
人
並
び
に
そ
の
家
族
等

▼
療
育
相
談
検
診
内
容
　

医
療
相
談
・
理
学
療
法
相
談
・
言

語
聴
覚
療
法
指
導
・
作
業
療
法
相

談
・
口
腔
ケ
ア
指
導
・
教
育
相
談
・

福
祉
相
談

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
に
対
す
る

療
育
相
談
検
診
会

平
成
１９
年
３
月
卒
業
予
定
で
、
岡

山
県
北
地
域
に
就
職
を
希
望
す
る
学

生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
企
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

３
月
３
日（
金
）

１３
時
〜
１６
時
　

▼
場
　
所

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ペ
ン
タ
ホ
ー
ル

（
津
山
市
大
田
９
２
０
番
地
）

▼
対
象
者

平
成
１９
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生

（
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校

岡
山
県
北
地
域
企
業

説
明
会

▼
そ
の
他

相
談
・
検
診
の
際
は
、
健
康
保
険

証
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
相
談
・
健
診
に
つ
い
て

は
無
料
で
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協

会
岡
山
県
支
部

�
０
８
６
６
―
２２
―
０
１
２
０

等
）
で
、
岡
山
県
北
地
域
に
就
職
を

希
望
す
る
人

▼
持
参
物

履
歴
書
・
筆
記
用
具

▼
参
加
費

無
料

▼
そ
の
他

地
元
企
業
情
報
の
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
津
山
圏
域
の
企
業
情

報
や
説
明
会
・
面
接
会
の
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る

職
種
を
書
い
て
、
左
記
の
ア
ド
レ
ス

ま
で
メ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

E
-m
a
il:ko
yo
u
@
tvt.n
e
.jp

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
山
広
域
事
務
組
合

�
２４
―
３
６
３
３

勝央町交通災害共済を廃止します
昭和４２年に発足以来、町民の皆さんに加入いただきました交通災害共済は、今年度（平成１８

年３月３１日まで）をもって廃止することになりました。
町民がお互い掛金を出し合って加入者となり、万一交通事故に遭った場合は、その傷害の程度
に応じて見舞金をおくるという、町民助け合いの制度として発足した町の交通災害共済も町民皆
さんの加入で３８年を経過し、この間見舞金の改正や掛金の引き上げ等を行い、共済制度の健全化
に努めてきました。
当初は、町民の７割程度の人が加入していましたが、近年民間の保険会社も増える一方、加入
率は５割程度と低下しているため、昨年の１０月に交通災害共済審査委員会を開催し、共済制度の
存続について審議した結果、制度の廃止を決定しました。
町民の皆さんには、長年にわたりご加入いただきありがとうございました。
なお、平成１７年度加入者で、平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日までの間に交通事故に遭
われた人については、請求期間が事故日から１年間ありますので、次の書類等を持参の上ご請求
ください。
１．見舞金請求書（勝央町役場受付にあります）
２．交通事故証明書（ない人は審査委員証明書）
３．医師の診断書（町指定もしくは実治療日数の記載があるもの）
４．印かん
�問い合わせ先
勝央町役場税務住民部　�３８－３１１６

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
期
限

３
月
３
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
山
広
域
事
務
組
合

�
２４
―
３
６
３
３

岡
山
県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
作
品
展
示
即
売
会
「
第
９
回

技
能
祭
み
ま
さ
か
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

２
月
１９
日（
日
）

１０
時
〜
１４
時
　

▼
場
　
所

岡
山
県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校

（
美
作
市
安
蘇
３
４
５
番
地
）

第
９
回

技
能
祭
み
ま
さ
か

▼
内
　
容

訓
練
生
製
作
品
即
売
・
町
内
会
農

産
加
工
品
販
売
な
ど

2月7日は

北方領土の日

○
第
１７
回
勝
央
町

女
性
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会

▼
日
　
時

２
月
１８
日（
土
）

１８
時
５０
分
〜

▼
場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料

無
料

▼
申
込
期
限

２
月
１０
日（
金
）

○
第
２２
回
勝
央
町
民サ

ッ
カ
ー
大
会

▼
日
　
時

２
月
１９
日（
日
）

８
時
３０
分
〜

▼
場
　
所

北
部
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
料

３，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

２
月
１０
日（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
公
民
館
内
体
育
協
会
事
務

局
�
３８
―
２
５
８
０

参
加
者
募
集

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
４
５
３

家族の集い「ひきこもり」を開催します
「子どもが学校に行けない」「仕事に行けなくてずっと家にいる」「家
に閉じこもって外に出られない」等で悩んでいる人はいませんか。
勝英保健所では「ひきこもり」状態にある人の家族等を対象に、悩み
を話し合いながら「ひきこもり」の人への対応を学び、日頃の家族の思
いを語り合う集いを開催します。
�日　　時　２月２４日（金）１３：００～１５：３０
�場　　所　美作県民局勝英支局（美作市入田２９１番地２）
�内　　容　講演「ひきこもりの人と接するとき」
�参 加 費　無料
�申込期限　２月２１日（火）
�問い合わせ先
勝英保健所保健課保健対策班　�０８６８－７２－０９１１
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確定申告が必要な人
次のいずれかに該当する人は、所得

税の確定申告をする必要があります。

○営業所得・農業所得や不動産所得

（地代、家賃）などのある人で、１

年間の所得金額の合計額が所得控除

合計額を超える人

○土地、建物などを譲渡した人

○サラリーマンで、年収が２千万円を

超える人、給与以外の所得が２０万円

を超える人、２カ所以上から給与を

受ける人

○生命保険の満期等があり、申告の必

要がある旨の書類が届いている人

○年間、多額の医療費を支払った人

（領収書の合計を計算しておいてく

ださい）

○住宅ローンで、マイホームを新築ま

たは中古で購入、あるいは増改築し

た人で一定の用件に該当する人

○災害などで雑損控除対象となる人

○年の途中で退職し、会社で年末調整

を受けられなかった人

農業所得の申告について
昨年の申告から、収支計算方式での

申告になっています。なお、収支項目

ごとの合計ができていない場合、

申告をお受けできないことがありま

すのでご注意ください。

【問い合わせ先】
津山税務署個人課税部門

�２２ー３１０４

勝央町役場税務住民部

�３８ー３１１４

平成１７年分の所得税の確定申告の受付が２月１６日（木）から始まります。

期間を通じ申告会場は大変混雑しますので、できる限り申告相談日（下の日程表参照）にお越しく

ださい。

また、お越しの際には印鑑・給与の源泉徴収票・年金の源泉徴収票・社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書（ハガキ）・税務署から届いている書類・口座番号の分かるもの等をお持ちください。

平成１７年分所得申告相談日程�

2
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日�

16

17

20

21

22

23

24

27

28

1

2

3

6

7

8

9

10

13

14

15

曜日�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

午　　前�
（８：４５～１１：３０）�

為　本�

福　吉�

下町川�

河　原�

曽井・上香山�

田　井�

美　野�

植月東（神五郎、大
鳴、高屋）�

植月北（田中、畑田、
常重）�

植月中（河内、平広、
畝、明穂）�

勝間田�

畑　屋�

小矢田�東吉田�

黒　土�

岡�

平�

上記会場で申告が�
できなかった人�

午　　後�
（１３：００～１６：００）�

黒　坂�

�

石　生�

�

豊久田（上・中）�

豊久田（下）�

�

植月東（掘池、更生、
い組、東組）�

植月北（鳥羽野、高
根、宮代）�

植月中（大沢、大砂、下
村、出雲乢、学、大谷）�

会　　　場�

高 取 多 目 的 �
研 修 集 会 所 �

古吉野コミュニ�
テ ィ セ ン タ ー �

吉 野 コ ミ ュ ニ �
テ ィ セ ン タ ー �

植 月 コ ミ ュ ニ �
テ ィ セ ン タ ー �

勝央町役場２階�
大 会 議 室

月�

2月16日（木）～3月15日（水）�

始まります�

確定申告�確定申告�

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で
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勝
央
川
柳
社
　
兼
題
「
贅
沢
」�

贅
沢
に
馴
れ
て
不
満
を
た
め
て
い
る

檜
尾
　
絹
子

ぜ
い
た
く
に
縁
が
な
い
よ
と
し
ぼ
る
知
恵

酒
本
千
代
子

贅
沢
も
親
子
で
意
見
食
い
違
い

上
田
　
和
男

贅
沢
と
言
え
ば
何
が
と
問
う
て
く
る

古
山
　
禮
子

贅
沢
は
敵
だ
と
祖
母
の
処
生
術

山
　
祐
之

ど
こ
か
ら
が
ぜ
い
た
く
な
の
か
恵
ま
れ
て

竜
門
　
真
人

贅
沢
は
花
と
語
ら
う
日
向
ぼ
こ

古
山
は
つ
子

贅
沢
に
物
が
手
軽
に
無
駄
を
買
う

古
和
　
絹
子

贅
沢
は
昼
寝
と
笑
う
母
一
人

山
名
　
昭
子

贅
沢
が
過
ぎ
て
昔
が
遠
く
な
り

赤
堀
　
綾
子

年
金
で
贅
沢
出
来
ぬ
お
つ
き
あ
い

神
田
チ
ヨ
子

習
慣
の
怖
さ
贅
沢
に
赤
信
号

赤
木
　
供
子

成
り
行
き
の
使
い
捨
て
時
代
に
流
さ
れ
る

横
林
　
和
子

贅
沢
に
育
っ
た
松
に
芽
が
出
な
い

平
　
　
久
恵

ぜ
い
た
く
の
裏
に
苦
労
の
過
去
が
あ
る

水
嶋
　
惇
郎
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勝
央
俳
句
会
十
二
月
例
会
作
品
抄

冬
支
度
急
か
せ
る
風
の
音
仕
切
り

竹
久
　
翠
雲

ス
ト
ー
ブ
の
焚
か
れ
し
駅
舎
土
地
訛
り

国
正
　
鈴
子

縫
ひ
返
す
手
間
も
な
き
世
の
冬
支
度

宮
野
　
潤
子

振
り
む
け
ば
我
影
う
す
き
冬
の
月

室
井
　
稔
子

い
か
ほ
ど
の
未
来
あ
り
し
か
冬
支
度

河
本
　
啓
子

吹
き
た
ま
る
落
葉
は
虫
の
仮
住
居

長
船
　
久
志

花
の
鉢
孫
も
手
伝
ひ
冬
支
度

浜
田
と
よ
子

山
茶
花
や
咲
き
継
ぐ
径
は
風
の
道

井
並
　
充
子

重
ね
着
を
し
て
向
へ
た
る
誕
生
日

下
山
　
智
江

花
鉢
を
納
屋
に
取
り
込
み
冬
支
度

小
林
　
薫
女

鉢
植
を
置
き
か
へ
て
居
る
冬
支
度

福
島
恵
美
子

老
ひ
の
坂
の
ぼ
り
つ
つ
な
ほ
年
歩
む

宮
野
　
節
子

冬
支
度
予
防
注
射
も
済
ま
せ
け
り

河
野
　
栄
子

鮮
や
か
な
紅
葉
眺
め
て
廻
り
道

水
嶋
　
鮮
子

柚
の
香
を
添
へ
た
る
鍋
を
囲
み
け
り

山
田
　
充
惠

国民年金保険料は、納付した全額が

所得税・市町村民税等の社会保険料控

除の対象となります。平成１７年分の
所得の申告から、国民年金保険料を
社会保険料控除として申告する場合に、

１年間に納付した国民年金保険料を
証明する書類を添付等することが義
務付けられました。
このため、生命保険会社等から送付される控除証明

書と同様に、１年間に納付した国民年金保険料の額を

証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」（ハガキ）が、社会保険庁から昨年の１１月
上旬に送付されています。証明内容は昨年１月から
９月末日までに納付された国民年金保険料額と、１０月

から１２月までに納付が見込まれる場合の納付見込額で

す。年の途中から国民年金に加入した場合など、昨年

１０月以降に初めて保険料を納付した人については、今

年の２月上旬に同様の証明書が送付されます。確定申

告等の手続きの際に、社会保険料控除として国民年
金保険料を申告する場合には、必ずこの証明書や
領収書が必要となりますので、申告を行うまで大
切に保管してください。
控除証明書に関するお問い合わせは、控除証明書専

用ダイヤル（�０５７０－００－９９１１）まで。
詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）
へお問い合わせください。

■町社会福祉協議会へ
◇東吉田　水嶋　艶子（亡夫　壽）

◇黒　土　下山　最子（亡夫　英司）

◇　平　　水田　祐子（亡夫　清文）

◇植月東　竹久　和彦（亡母　豊子）
植月東老人クラブにも

◇植月東　竹内　強美（亡母　榮江）

◇植月中　長舩　　忠（亡父　義昭）
南光荘にも

◇植月中　植月　　悟（亡父　五郎）
南光荘、植月中老人クラブにも

◇植月中　福田美保子（亡夫　強士）

◇植月北　忠政　充昭（亡母　伊津子）

◇美　野　丸尾　英夫（亡妻　美榮子）
勝央苑、美野老人クラブにも

◇河　原　加藤惠美子（亡母　つる子）
南光荘、河原１～４区にも

◇下町川　赤野　　忍（亡母　綾子）
南光荘、下町川老人クラブにも

◇勝間田ルーテル教会

■勝央苑へ
◇植月北　酒本　時枝（亡夫　克巳）
植月北老人クラブにも

■古吉野老人クラブへ
◇石　生　木村キヌエ（亡夫　義夫）

人の動き 平成１８年１月１日現在

人　口　１１，５７７人（前月比　＋４）

男　５，５６３人　　女　６，０１４人

世帯数　３，９２９世帯（前月比　＋４）

国民年金保険料を社会保険料控除として申告する際に
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」等の

証明書を添付することが義務付けられました

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

国
民
年
金

だ
よ
り

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

の
受
け
入
れ
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

２
日
間
の
実
習
で
は
従
業

員
さ
な
が
ら
の
仕
事
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
、働
く
こ
と
の
厳

し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し

た
よ
う
で
す
。こ
の
貴
重
な
体

験
を
今
後
の
学
校
生
活
や
日

常
生
活
に
生
か
す
と
と
も
に
、

将
来
の
進
路
選
択
や
職
業
選

択
に
大
い
に
役
立
て
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。各
事
業
所
の
皆

様
に
は
足
手
ま
と
い
だ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
、ま
た
、大

変
お
世
話
に
な
り
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
路
安
全
マ
ッ
プ
作
成

古
吉
野
小
学
校

通

職

▼
表
紙
の
写
真
は
、
１
月
３
日
に
行
わ
れ

た
成
人
式
の
よ
う
す
で
す
。
あ
で
や
か
な

衣
装
に
身
を
包
み
、
成
人
と
し
て
の
自

覚
・
心
意
気
が
見
て
取
れ
ま
す
。
新
成
人

の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
大
き
な

希
望
を
持
ち
、
自
分
自
身
の
力
で
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
岡
山
県
で
は
１
月
６
日
に
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
十
分
に
対
策
を
取
ら
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

私
は
年
明
け
早
々
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
、
し
ば
ら
く
の
間
、
ベ
ッ
ド
の

上
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
こ
と

や
３９
度
を
超
え
る
発
熱
の
体
験
が
な
い
の

で
、
こ
の
冬
も
大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
い

た
ら
、
こ
の
始
末
。
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
季
が
続
き
ま
す
の

で
、
く
れ
ぐ
れ
も
手
洗
い
・
う
が
い
等
、

対
策
は
万
全
に
。

▼
左
の
写
真
は
、
１２
月
２２
日
の
大
雪
で
雪

化
粧
を
し
た
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
す
。
こ

れ
ほ
ど
の
大
雪
は
初
め
て
の
経
験
で
し

た
。
毎
年
こ
の
よ
う
な
雪
を
経
験
す
る
の

か
と
思
う
と
、
少
し
憂
鬱
な
気
分
で
す
。

あ
と
が
き

場
体
験
実
習

〜
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
〜

勝
間
田
高
校

勝央図書館で本を貸し出しているようす

荒

１２
月
１３
・
１４
日
、
普

通
科
２
年
生（
３６
人
）が
、

総
合
的
な
学
習
の
一
環

と
し
て
職
場
体
験
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
就
労
体

験
を
通
し
て
仕
事
の
意

義
や
役
割
を
理
解
し
、

望
ま
し
い
職
業
観
・
勤

労
観
を
身
に
つ
け
る
こ

と
、
そ
し
て
地
域
の
産

業
や
職
場
の
実
態
に
触

れ
、
進
路
選
択
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
勝
央
町
を
は
じ

め
美
作
市
・
津
山
市
で
、
保

育
園
・
小
売
り
サ
ー
ビ
ス
業

を
中
心
に
１９
事
業
所
で
生
徒

下校時における通学路の安全確認のようす

た
り
、
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
を
確
認
し
な
が
ら
通
学
路

を
歩
き
、
大
人
の
目
で
再
度

安
全
点
検
し
て
、
危
険
な
箇

所
を
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
に

記
入
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
学
校
・
保
護
者

が
協
力
し
て
通
学
路
安
全

マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
を
し
て
、
お
互
い

が
顔
見
知
り
で
あ
る
こ
と
が

一
番
で
す
が
、
今
後
は
、
古

吉
野
学
区
に
こ
の
通
学
路
安

全
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
、
さ

ら
に
地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
通
学
路
で
の
児
童
の
安

全
を
確
保
す
る
」「
交
通
事

故
・
不
審
者
・
誘
拐
等
か
ら

身
を
守
ろ
う
」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ

を
つ
く
り
ま
し
た
。
学
校
で

は
、
先
生
と
子
ど
も
が
協
力

し
て
、
自
分
た
ち
の
通
学
路

で
危
険
な
箇
所
を
話
し
合

い
、
下
校
時
に
歩
い
て
確
認

し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護

者
は
、
緊
急
の
地
区
懇
談
会

を
開
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
よ

う
す
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

子どもの自立心
○夜ふかしをしていても叱らない。
○欲しいものは何でも買ってやる。
○子どもが言う前に、何でも気を
きかせてやってしまう。
こんな親が増えているそうです。
少子化や核家族化の現象は家庭
や学校で、１人ひとりの子どもに配
慮が行き届く反面、過保護や過干渉
の問題を生みやすくなっています。
◆子どもはいつか大人になり、社
会の荒波に出ていかねばなりませ
んが、子どもの頃に自立心が育っ
ていないと、
○何でも、すべて人のせいにする。
○人から指示されると動けるが、
自分では何も判断や決断ができ
ない。
こんな大人になると言われます。
◆ちなみに、現在の日本には、約
１００万人の「ひきこもり」と約８５
万人のニートがいると言われてい
ます。 （教育委員会）


